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　平成 30 年３月 19 日にスポーツ庁は、義務教育である中学校（義務教育
学校後期課程、中等教育学校前期課程、特別支援学校中学部を含む。）段階
での課外活動としての運動部活動の在り方に関する総合的なガイドラインを
策定しました。課外活動としての運動部活動の在り方に関しては、生徒の安

全面や体罰などさまざまな問題が指摘され、近年ではマスコミなどでも取り上げられ、社会
的な関心を集めています。スポーツ庁ではこうした状況に鑑みて、望ましい運動部活動の在
り方について、その指導体制や練習の基本的方針を本格的に明らかにしました。
　このガイドラインでは、学校の運動部活動は学校教育の一環であるという認識に立ちつつ、
体力や技能の向上を図るとともに、「異年齢との交流の中で、生徒同士や生徒と教師等との好
ましい人間関係の構築を図ったり、学習意欲の向上や自己肯定感、責任感、連帯感の涵養に
資するなど、生徒の多様な学びの場として、教育的意義が大きい。」とその教育的意義を認め、

「生徒の自主的、自発的な参加により行われ、学校教育の一環として教育課程との関連を図り、
合理的でかつ効率的・効果的に取り組むこと」とその基本方針を明確にした上で、都道府県
に「運動部活動の在り方に関する方針」、市区町村教育委員会や学校法人等の学校の設置者
に「設置する学校に係る運動部活動の方針」、校長に「学校の運動部活動に係る活動方針」
を策定することをもとめています。そして具体的な指導の目安として、学期中は週当たり２日
以上の休養日を設けること、１日の活動時間は平日で２時間、土日などの休業日で３時間とい
う活動時間を基準として示しています。これにより、ややもすれば過剰な練習による健康障
害やメンタルヘルス面での課題を予防する「総量規制」の基準が示されたことになります。
早急に地域や各学校での実行が期待されるところです。

茨城大学教育学部教授　瀧澤　利行
（会報『学校保健』編集委員）

スポーツ庁「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」について

全国健康づくり推進学校表彰式
実践事例発表会 参加者募集

主催／（公財）日本学校保健会

詳細は12月上旬頃HP・ポータルサイトで！

＊�平成28年度より表彰式と事業報告会は別日程
となりました。事業報告会は平成31年2月21日
（木）を予定しています。

日　　時：平成31年2月2日（土）
会　　場：�日本医師会館（東京都文京区本駒込２-28-16）�

JR山手線・東京メトロ南北線　駒込駅徒歩10分
参 加 費：�無料　どなたでも参加できます。
参加定員：400人�
申込方法：�日本学校保健会HP、ポータルサイトから
問 合 せ：日本学校保健会　03-3501-0968

13：30

14：30
16：00

開会行事
表彰式
実践事例発表会
閉会

平
成
30
年
度
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子供と大人のためのがん教育
東京大学医学部附属病院放射線治療部門長・准教授　中川 恵一

（第４回／全５回予定）特集 がんと学校保健

日本は男性の３人に２人が、女性の２人に１人が、がんになる世界トップクラスのがん大国です。しかし、日
本人は、がんを学ぶ機会がほとんどありませんから、迷信がはびこっています。焼肉などの焦げた部分は避ける
必要もありませんし、白人と違って日本人では紫外線で皮膚がんが増えることもありません。アルコールで顔が
赤くなる人が多い日本人では、白人と異なり、お酒は要注意です。

医療面でも、欧米では減少に転じているがん死亡数はわが国では増加の一途をたどっています。いまだ高い
喫煙率、低い検診受診率、手術偏重の治療、緩和ケアの遅れなど、課題は山積しています。

わが国のがん医療の遅れの大きな原因は、国民が「がんを知らない」ことだと私は考えています。がんの予防
や早期発見は、わずかな知識の有無に左右されますし、治療法の選択はまさに「情報戦」と言えるからです。

私は、がんの放射線治療を専門とする臨床医ですが、進行がんの患者を病院で待つだけでは不幸は減らない
と考え、一般市民への啓発活動も行ってきました。また、９年以上も前から全国80か所以上の学校でがんの授
業を行いながら、学校でのがん教育の必要性を国に訴えてきました。

文部科学省もがん教育に関する検討会を26年度に立ち上げ、一昨年度末に中学校の保健体育の学習指導要
領に「また、がんについても取り扱うものとする」という一文が明記されました。昨年度末には高校の学習指導要
領でも、同じ文章が記載されました。特定の疾病名が学習指導要領に記されたのはエイズ以来20年ぶりのこと
です。

教えるべき内容は、がんの原因、予防法、早期発見、治療法、緩和ケアなど多岐にわたります。ただ、一番
のポイントは「がんを理解することを通して命の大切さを学ぶ」ことであり、外部講師の関与は重要です。「生と
死を考える」きっかけにもなり、子供のいじめや自殺防止にもつながる可能性もあるでしょう。もちろん、家族を
がんで亡くしたり、自身が小児がんを経験したりする生徒もいるでしょうから、十分な配慮やケアが必要である
ことは言うまでありません。

なお、がん教育に関する国の報告書
では、特別活動や道徳などの時間を活
用して、医師やがん経験者などの外部
講師を招くことも求められています。私
の経験でも、医師やがん経験者が学校
現場で話をすることは生徒に大きなプラ
スになると思います。ただ、講師の選定
などは教育委員会単独では困難であり、
保健福祉部局のがん対策セクションとの
連携が必要となります。学校医を窓口に
して地域の医師会に依頼するのもよいか
もしれません。

外部講師の活用については、東京都
が非常に前向きに取り組んでおり、東京
都教育委員会が「東京都がん教育推進
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協議会」提言をまとめて公表しています。
http://www.metro.tokyo.jp/tosei/

hodohappyo/press/2018/05/24/14.html

さて、私自身もがん教育の立ち上げに
は深く関わりましたが、日本のがん教育
プログラムは世界一と胸を張れるもので
す。子どもたちは、がんは生活習慣でか
なり予防できること、がん検診で早期に
見つければ95％が治ること、通院ででき
る放射線治療でも手術と同等の効果が
得られること、緩和ケアや患者との共生
が大切であることなどを習います。今後、
がんの罹患や死亡も減ってくると思いま
す。

さらに、私自身の経験でも、がんに関する授業を実施して半年後、約半数の生徒が親にがん検診の受診を勧
めるなど、大人へのプラス効果もあります。実際、私が中学2年生を対象にがん教育を実施している香川県の宇
多津町では、親世代の検診受診率が急増しています。

繰り返しになりますが、がんはわずかな知識とそれによる行動で運命が分かれてしまう病気です。私の親族
にも48歳で大腸がんのため命を落としたものがいます。検便を怠ったため、診断を受けたときには全身に転移
がありました。知識の欠落によるものです。

今、がんは全体でも３分の２が、早期であれば95％が治りますが、まだまだ、「死の病」といったイメージがあ
りますから、がんになってからでは冷静に対処できません。実際、がんと告知されてから１年以内の自殺率は24
倍にもはね上がります。がんの治療は通院が常識になっていますが、働くがん患者の３人に１人が離職してしま
い、その４割はがん治療が始まる前に決断してしまっています。「がんになる前にがんを知る」ことが、がんによ
る不幸を減らすカギになると言えるでしょう。

子どもたちが学校でがんを知るなかで、問題はもう学校で習うことができない大人にどうやってがんを知って
もらうかですが、「大人のがん教育」の主戦場は会社だと思っています。私も自治体に定期的に呼ばれて市民セミ
ナーなどを行うことも多いのですが、来る人の多くがリピーターで、たばこを吸う人はまずいませんし、ほとん
どの方は検診を受けています。

一方、なぜか自分はがんにならないと思いこんでいて、たばこをやめられず、がんが見つかるのが怖いから検
診も受けないという人が会社にはたくさんいます。こうした方々になかば強制的にがんを知ってもらう場は職場
しかないでしょう。厚生労働省の国家プロジェクト「がん対策推進企業アクション」でも出張講座など、職域での
がん教育に力を入れています。

実は、生徒と大人で、がんについて知っておくべき事項はほとんど違いません。実際、中学生用に作成した
アニメ教材は大人にも大好評です。

学校の教職員や保護者の方々については、生徒へのがん教育に参加頂くことがご自身をがんから守るための
最も手っ取り早い方策だと思います。一定の配慮の上で、地域住民にもオープンにする事も検討に値するでしょう。

新たに始まったがん教育は生徒の将来を変え、私の親族のような不幸を確実に減らすはずです。同時にがん
教育は、教員と保護者の皆さんをこの国民病から守る盾になってくれるはずだと確信しています。

図 2
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　本校は山形県中央部の村山市中心部に位置し、全校生408名（学級数17の
中規模校である。平成17年に市内３つの中学校が統合して新楯岡中学校と
してスタートし、今年で14年目を迎える。「学ぶ・響く・琢く」を校訓として、
教師と生徒が思いを共有しながら同じ方向に向かって、全力で進む活力あ
ふれる学校生活を展開している。

　「生涯にわたって生きて働く 確かな学びを育む学校」を教育目標に掲げている平成27年度〜29年度は県
の指定を受けて探究型学習推進プロジェクト事業「アクティブ・ラーナーの育成」を目指した研究に取り
組んだ。主体的・対話的で深い学びを実現していくこのプロジェクトは、体と心のコンディションづくり
と親和性の高い学級づくりが基礎になるという視点から、健康教育と集団づくりの取り組みを研究の推進
に欠かせない重要な要素と捉えて展開し実践を重ねてきた。
　また、文部科学省「中高生を中心とした生活習慣マネジメント・サポート事業」の委託を受け、学習意欲・
気力・体力向上を目指した「楯中パワーアッププロジェクト」を健康づくりの中核として取り組んだ。

健康づくりの中心「楯中パワーアッププロジェクト」
＜目的＞　 生活を自己管理し、日々の生活を充実させることができる生徒の育成を目指すとともに、家庭・

地域と連携を図ることで、市全体の健康に関する関心・意欲を高め、健康行動を促進させる。
⑴生活記録ノート「楯中Life」の有効活用

　年間を通じて自分の生活時間を意識させることをねらい、オリジナル生活記録ノートを作成・配布し
た。生活時間を記録し体調や気分を確かめるようにしたことで、そのつながりに気づけるようにした。
毎日終わりの会で一日をふりかえらせ、良かった点は継続し、うまくいかなかったことは改善策を考え
させる視点は、研究ともリンクしている。ノートは担任が毎日点検してコメントを添え勇気づけている。

⑵睡眠習慣改善プログラムの実施
　24時間の時間軸に２週間睡眠時間を記録することで自分の睡眠リズムを視覚化してタイプを知るこ
とからスタートさせ、生活習慣を改善していくプログラムである。パワーアップミーティングは生徒か
らリーダーを選出し、自分たちの力で話し合いを深めた。パワーアップ講演会は小児科医師による講演
会を生徒会が企画し、生活リズムの大切さを再確認し、本気で生活習慣改善にチャレンジする２週間に
つなげた。

その結果、多くの生徒が自発的に自分の
生活を改善し、不安定型睡眠タイプが実
施前と比較し激減する等の大きな成果が
あった。さらにこの体験で得た学びを日
常生活に活かせるよう「パワーアップ宣
言」としてまとめた。

１　学校紹介

２　学校経営方針と健康づくり

3　具体的な取組

全国健康づくり推進学校表彰校の実践④

山形県村山市立楯岡中学校

生涯にわたって生きて働く　確かな学びを育む学校
～生活習慣の自律を目指した「楯中パワーアッププロジェクト」の推進～

H29 パワーアップミーティングの様子パワーアップ宣言をしている様子
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⑶親子学習会（生徒・保護者・学校３者合同企画）・ファミリーミーティング
　１学期末の授業参観日に親子で同じ講演を聞く親子学習会を企画している。当日は全体の70％を超
える保護者が参加して同じ講演を聞いた。講演後は生徒代表が講師とパネルディスカッションで意見を
交流し合った。さらに講演の学びを家庭で活かすためPTA母親委員会が家庭での話し合いを促進する

「ファミリーミーティング」のモデルVTRを制作し提案した。その結果、８割を超える家庭から結果が
提出され、家庭でのあたたかな交流や生活リズムに対する意識の高まりを感じた。

⑷パワーアップウイーク
　（本校の期末テスト前の１週間を期間とし、学区内３つの小学校と同時期に、年３回開催する）本校
では、生活リズムの問題を生徒会執行部及び保健委員会が自分たちの健康課題として認識している。メ
ディアとの付き合い方や生活リズムの課題解決に向け、パワーアップウイーク中はパワーアップリー
ダーが睡眠の大切さや友だちの良い工夫などを広報し、学級
内で日々のふりかえりを発表し、成果を交流させながら展開
した。
　「自分の生活をマネジメントする」ことを重視し、オリジナ
ル生活記録ノート「楯中Life」を活用し、企画後の生活の計画
を立て→実施→ふりかえり→工夫・継続のサイクルを基本に
取り組んだ。

⑸地域に向けた啓発活動
　生徒の中から自分たちの学びを小学校入学前の子どもたちにも広げたいとい
う声が上がった。ストーリーやキャラクターも全校生徒から応募し、早寝早起
き朝ごはんを題材とした紙芝居「ひみつのパワーアップレンジャー」を制作し
た。紙芝居と劇をアレンジし、地域の５つの幼稚園・保育園を訪問して上演し
た。活動に参加した生徒たちにとっても喜びや自信につながる活動となった。
　また、この作品は平成29年度第66回山形県自作視聴覚教材コンクール学校
教育部門で優秀賞を受賞した。

⑹地域との連携
　市内養護部会が小中学生の全家庭への啓発を目的に生活リズムに関する情報を
掲載し、中学校の定期テスト日程とパワーアップウイークを示したカレンダーを
制作した。これには、就寝時刻・起床時刻・学習開始時刻や、メディア利用に関
する家庭でのルールなどが記入できるように工夫し、マンネリ化防止のため内容
を半年ごとに更新して制作・配布している。来年度小学校入学予定の年長児の家
庭にも配布し、幼少期からの生活の見直しに役立ててもらった。
　文部科学省の事業は平成29年度で終了したが、その後は村山市が単独で本事
業を継続させることとなり、「むらやまっこパワーアッププロジェクト」として市
内全小中学校で活動を推進している。

　自発的な健康行動を促進し自己健康管理能力を育成していくためには、生徒自身が自分の課題に気づき、
必要感をもって改善策を深く考え、自己決定していく過程が大切なのであるということを実感した。生徒
は今回の取組を通して大きく自分を成長させることができたと思う。
　また、自分たちの学びを地域へ発信する活動を展開してきたことで、健康づくりの意識が地域にも広が
り高まってきていることも感じている。生徒には社会に働きかけ社会を変えていく力もある。そしてその
活動そのものが生徒の学びをさらに確かなものにし、成長を促進させるものと信じ、今後もこの活動を推
進していきたい。

４　まとめ

H28 親子講演会パネルディスカッション

パワーアップリーダーが 
仲間の成果をまとめる

幼稚園訪問　紙芝居披露

PTA 母親委員会が提案するファミリーミーティング

計画

実施継続

工夫 ふりかえり
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シリーズ 71

「健康教育をささえる」〜栄養教諭・学校栄養職員の現場から〜
学校給食における栄養管理の在り方と食に関する指導

石川県栄養教諭・学校栄養職員研究会

北出 宏予1　板谷 紀子2　目ケ谷 光3　上田 清香4　不破 郁子5

1七尾市立七尾東部中学校　2津幡町立津幡小学校　3志賀町立志賀中学校　4宝達志水町立志雄小学校　5七尾市立能登香島中学校

１．はじめに

　栄養教諭・学校栄養職員は、学校給食において摂取する食事と健康の保持増進との関連性についての指導や、
偏食傾向や肥満傾向等、食に関して肥満、やせなど、特別の配慮を必要とする児童・生徒に対する個別的な相談
指導、そして家庭への支援について、学校給食を通して実践的に行うなど、その役割が期待されている。
　「学校給食実施基準」は、児童生徒の健康の増進及び食育の推進を図るために望ましい栄養量を算出したもの
である。この基準は児童生徒１人１回当たりの全国的な平均値を示したものであるから、適用に当たっては、児童
生徒の個々の健康及び生活活動等の実態並びに地域の実情等に十分配慮し、弾力的に運用すること、と示されて
いる。
　食事摂取基準の基本的な考え方は、①食事計画  ②給食の提供  ③事後の評価  ④評価に基づく改善 が必要で
あり、食事計画を作成する前に、対象者のアセスメントを行うことが
必要とされている。これには、養護教諭と連携し、各学年の性・年齢・
身体活動レベルの状況から集団の特性を把握し、学校給食において
個に応じた適切な量を提供ができるように考える必要がある。また、
エネルギー源である主食の量は、必要量に応じてグループ化し配食す
るなど教職員や保護者等の理解のもと検討する必要がある。
　では、実際に個に応じた適正量が配食できるように調整する対応は
どうすればよいのか。また、肥満・やせ傾向の児童生徒に対して、学
校給食を教材として、どのように個別指導を行っていけばよいのだろ
うか。このことについて、私たちが平成 28、29 年度に在籍していた
中能登町、志賀町、宝達志水町の小・中学校において取り組んだこと
を報告する。

推定エネルギー必要量（EER 中央値）と給食摂取基準の設定値
小学校：945名　中学校：540名（kcal)

小学校 中学校
１年 2年 3年 4年 5年 6年 中１ 中２ 中３

４
月

A小学校（EER中央値） 516 575 596 683 693 821
765 817 862B小学校（EER中央値） 504 551 624 675 680 800

C小学校（EER中央値） 502 556 613 669 690 793

N町
学校給食摂取基準

510 560 610 680 690 810
770 820 860

（6〜7歳）540 （8〜9歳）650 （10〜11歳）750

９
月

A小学校（EER中央値） 541 576 624 709 720 830
796 842 842B小学校（EER中央値） 525 569 650 676 723 750

C小学校（EER中央値） 529 564 639 681 742 702

N町
学校給食摂取基準

530 570 540 690 730 790
800 840 840

（6〜7歳）550 （8〜9歳）670 （10〜11歳）760
文部科学省基準（改正前） （6〜7歳）530 （8〜9歳）640 （10〜11歳）750 （12〜14歳）820
　　　　　　※（改正後） （6〜7歳）530 （8〜9歳）650 （10〜11歳）780 （12〜14歳）830

※平成30年8月1日〜施行“学校給食実施基準の一部改正について”（通知）より

（図）施設ごとの給与目標量の作成（平成 28年度N町）

個別の摂取量は性別，
年齢，体位，活動量，
食べ方など様々な要因
で異なっている…

個に応じた適正量が
配食できるように調
整する対応は？
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２．具体的な取組

　給食管理については、中能登町、志賀町、宝達志水町の小・中
学校の全児童生徒を対象として行った。また食に関する指導と調査
は、３町の中学校３校で取り組み、改善を図ることを目的とした。
　① 児童・生徒の個別の年齢、性別、身長、体重の４月、９月、１

月のデータを「EER 算出表」を使用して推定エネルギー必要
量を算出し、各学校の学校給食摂取基準を策定

　② 全教職員に「学校給食摂取基準」の考え方や個に応じた配食
などについて説明

　③ 食生活等実態調査（年２回実施し、前期と後期で比較）
　④ 学校給食を教材として栄養量を知らせる「食に関する指導」を

保健体育、家庭科、学級活動で担当教諭と栄養教諭が TT で
行う授業の実施

　⑤ 個別の推定エネルギー必要量と成長曲線・肥満度曲線を利用し
た肥満・やせ傾向や、肥満度に急激な変化がみられた生徒に
対する個別相談指導

３．結果と考察

　これらを取り組んだ結果、各学校の「推定エネルギー必要量の算出」
では、ある中学校では３学年を平均すれば基準値と差がなかったが、
学年平均の比較では４月で 120kcal も差があり、学年に合った栄養管
理が必要であることがわかった。
　また、３校共通で実施した調査のうち「給食をほとんど残さない生
徒の割合」（n:1,280）は前期（５－６月）73% が、後期（11 －１月）
には 76% になる等、給食喫食状況の改善がみられた。
　「個に応じた適正量が配食できるように調整する」ことについては、
カフェテリア方式の学校では実施できたが、学級単位で配膳を行って
いる方式の学校では時間の確保などの課題もあり、今後も検討を重ねていく必要がある。
　肥満・やせの個別指導を行ったある中学校では８名のうち６名に身体状況の改善がみられた。これには、成長
曲線・肥満曲線を使用した適正な体重や成長状況の把握と、肥満・やせについての経過の評価を指導資料として
活用し、非常に有効であった。中学生の肥満ややせの原因は思春期特有の複雑な要因が絡み合っており、保護者
の理解、本人のやる気、私たち支援者の歩調を合わせることが大切だと感じた。
　栄養教諭・学校栄養職員には、食に関する指導と給食管理を一体のものとして捉え、児童生徒の望ましい発達
や生活習慣病の予防等、専門性を生かしたきめ細やかな対応を行うことが期待されている。適正な栄養摂取の評
価には、成長曲線、肥満度曲線を用い
ることが必須であり、これを科学的な
根拠として活用し、個に応じた適切な
給食の提供と正しい知識を児童生徒に
教育することがいま正に求められてい
る。これからも一食一食の献立を大切
にし、取組を続けていきたい。

・文部科学省、学校給食実施基準の一部改正について（通知）、平成30年7月
・日本栄養士会「子どもの栄養食事指導・支援プログラム」
・田中延子、日本栄養士会「EER算出表活用にあたって」、https://www.dietitian.or.jp/news/information/2017/110.html
・村田光範、日本学校保健会推薦　応用版子供の健康管理プログラム平成27年度版、勝美印刷
・文部科学省、食に関する指導の手引－第1次改訂版 
・全国学校栄養士協議会「新しい食育」
・文部科学省 監修．児童生徒等の健康診断マニュアル平成27年度改訂、日本学校保健会
・村田光範、身長・体重成長曲線と肥満度曲線に基づく栄養・食事指導、日本栄養士会雑誌．2015；Vol.58

参
考
文
献

ワークシート
「自分の適正エネルギー量を知ろう !」

成長曲線基準図と肥満度曲線基準図（男子）

中学校 基準　820㎉もりつけ例
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はじめに�
高崎市学校保健会は昭和 29 年に設立され、その活動内容は機関誌「あゆみ」で詳しく知ることができ

ます。ここでは、第２回高崎市学校保健大会の様子と平成 29 年度の活動内容（小学校 58 校、中学校 25 校、
高校 11 校、特別支援学校５校、幼保こども園 117 園）、会の活動に対する表彰状況などを述べてみます。

１．第２回高崎市学校保健大会（昭和30年11月２日、高崎市中央公民館）
第２回高崎市学校保健大会の記録を見ますと、現在の活動内容の原型が既にできていました。主な次第

は、１）開会式、２）教職員による研究発表（３題）、３）功労者表彰、４）児童生徒の研究発表（10 題）、
５）講演会（演題名：「児童生徒の精神衛生」）でした。研究発表の内容は、時代を反映して、「子供から
トラコーマをなくすために」「地域別に見た寄生虫調査について」「三中地域における水質検査」などがあ
りました。
初代会長の田中憲三先生は、次のように挨拶されました。「学校保健ノ仕事ハ、市民父兄ノ最愛ノ方々

デアリ、又一面日本ノ次ノ時代ヲ担ウベキ生徒児童ノ健康ヲヨリ一層改善スルコトデアリマス。従ッテ此
ノ若キ世代ノ健康増進ト言ウコトハ、国家ノ繁栄ヲモタラシ、夫ノ不良ハ衰亡ヲ意味スルモノト存ズル次
第デ御座イマス。此ノ研究発表ノ結果、更ニ生徒児童ノ健康ノ一層ノ改善ヲ得マス事ハ明瞭デ御座イマス。
生徒児童ノ時代ヨリ、既ニ研究心旺盛ナル方々ハ、将来成人トナラレテ一層成果ヲ示サレル事ト、末頼モ
シク存ズル次第デ御座イマス。此ノ意味ニオキマシテ生徒児童ノ研究心如何ハ、国家ノ将来ニ関スル重大
事ト考エル次第デ御座イマス。」
田中会長は、活発な学校保健活動の成否が、子ども達にとっても国家にとっても極めて重要であると訴

えていました。私は、会の設立当初の会長や理事、会員の皆様が子ども達の健康に寄せた熱い思いを振り
返ってみることは、活発な学校保健活動を継続する力になると思っています。

２．平成29年度の主な高崎市学校保健活動
　理事会が年６回、正副会長会議が年２回開催され、主な事業は下記のとおりです。
1　平成 29年度高崎市学校保健会定期総会（５月 25日、出席者 418名）
来賓には、高崎市長、市議会議長、三師会の各会長、保健所長、教育委員、市Ｐ連会長が出席されま

した。議事では、平成 28 年度の各部会からの事業実施報告と収支決算報告が承認され、続いて 29 年度
の各部会の事業計画案と収支予算案が承認されました。

2　第 64回高崎市学校保健研究発表大会（10月 12日、出席者 592名）
開会式の後に、小学校６校、中学校３校、高等学校１校の発表があり、それぞれの発表に対して助言

者から講評がありました。発表はグループによりプロジェクターを用いて行われ、小学校の発表では、
衣装や小道具を用いたユーモアがある寸劇形式が多くありました。

3　第 64回高崎市学校保健大会（11月 15日、出席者 465名）
開会式の後に、次のような表彰式が行われました。

⑴学校保健優良校表彰
小学校７校、中学校３校を表彰しました。高崎市内の全ての学校では、特色のある学校保健活動を大
変熱心に行っております。各学校の取り組みに対して、様々な視点から総合的な評価を行い、毎年優
良校を決めております。

高崎市学校保健会の活動高崎市学校保健会の活動高崎市学校保健会の活動
高崎市学校保健会　会長　大山 碩也
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⑵学校保健功労者表彰　：　各部会から推薦された 20 名の方々を表彰しました。
⑶よい歯の児童・生徒表彰　：　小学生５名、中学生４名を表彰しました。
⑷善行児童生徒の表彰
親切な行為や人命救助に貢献した行為、環境美化に貢献した行為などで、小学生３名と１つの登校斑、

中学生 11 名、高校生３名を表彰しました。
表彰式に続いて、「子どもの現代的な健康課題とその対応」と題して講演会が行われました。
この日の夜に市内のホテルで開催される「功労者祝賀会」には、毎年 420 人を超える会員が一堂に会

します。この祝賀会の熱気が、会の活発な活動に不可欠と思っております。
4　各学校における学校保健委員会活動
学校保健委員会は、小学校は年 3.9 回（１時間）、中学校は年 4.0 回開催され、毎回、校医、歯科医師、

薬剤師、PTA役員の出席のもと、その回のテーマについての子ども達の発表と討論が行われています。
委員会の内容は、後日、全校の児童生徒に報告されています。
5　高崎市歯と口の健康週間（６月１日～６月７日、高崎シティギャラリー）
「図画ポスター・標語コンクール」「親と子のよい歯のコンクール」「高崎市小中学校よい歯のコンクー
ル」を実施し、優秀者を表彰しました。高崎市長賞を受賞した「伸ばそうよ　健康寿命　歯みがきで」が、
日本学校歯科医会の標語コンクールで最優秀賞を受賞しました。また、29 年度の市内の小６と中１の
DMF指数は 0.46、0.65 で、毎年最小値を更新しています。
6　「健康教育フェア」の開催（11月 30日～ 12月５日、市役所１階ロビー）
21 世紀を担う「心身ともに元気なたかさきっ子」の育成を願って、高崎市における健康教育の取り

組みを紹介し、学校・家庭・地域の連携の必要性を市民とともに考えました。開催に先立ち、開催を市
民にアピールするポスターを子ども達から募集しました。
7　「世界エイズデー in たかさき 2017」（12月１日）
授業前の早朝に、市内 11 の駅で、教職員に引率された小中学生や保護者、保健所職員など 505 名が、

レッドリボンやメッセージカードの配布、横断幕、呼びかけなどで、エイズの蔓延防止と偏見や差別の
防止を乗降客に訴えました。また、小中高生が作成した啓発用エイズパネルを市内４か所と市庁舎ロビー
に展示しました。小学校６年生向けと生徒向けの広報紙『AIDS』を毎年発行し、子ども達に配布する
とともに、指導者用解説文を各学校に配布しました。

３．高崎市学校保健会の活動に対する表彰状況（平成20～29年の10年間）
会員の熱意と子ども達のやる気、活動の歴史の重みなどに支えられて、毎年表彰されています。

1　文部科学大臣表彰　：　小学校１校、中学校３校、高等養護学校１校、個人８名
2　全日本学校歯科保健優良校表彰
日本学校歯科医会会長賞４校（小学校１校、中学校３校）、優秀賞２校（小学校１校、高校１校）、
奨励賞９校（小学校５校、中学校４校）、特別賞１校（小学校）

3　日本学校保健会全国健康づくり推進学校表彰
最優秀校４校（小学校３校、中学校１校）、優秀校４校（小学校２校、中学校２校）、優良校８校（小
学校８校）

むすびに
子どもの時代から心と体の健康に関する様々な基本的知識とスキルを学び、望ましい生活習慣を身に付
け、自らの健康は自ら守る気概を育むことは、人生 100 歳時代が視野に入った日本では、ますます重要に
なったと思います。学校保健活動を通して、子ども達の学校生活がより楽しく元気なものになり、将来の
自らの健康に自信と安心感を持つことができるといいですね。今後とも、子ども達の基本的・現代的健康
課題に向き合いながら、「生涯を通して、心豊かに、逞しく生きる子ども達の育成」に向け、子ども達と
ともに活動を行いたいと思っております。
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平成 29 年度に小学校、中学校等の学習指導要領が改訂された。中学校保健体育の学習指導要領解説に「歯周病」
が明記されたことは、小学校から中・高等学校を経て成人保健に向けて系統的に学校歯科保健の内容が充実する
よう願ってきた関係者にとって意義深いことである。（表１）

（表１）中学校学習指導要領解説　保健体育科編より抜粋
⑴健康な生活と疾病の予防
ア　健康な生活と疾病の予防について理解を深めること。

（ウ）生活習慣病などは、運動不足、食事の量や質の偏り、休養や睡眠の不足などの生活習慣の乱れが主な要因となって起こること。また、生
活習慣病などの多くは、適切な運動、食事、休養及び睡眠の調和のとれた生活を実践することによって予防できること。（207p）

【解説】（ウ）生活習慣病などの予防　生活習慣病は、日常の生活習慣が要因となって起こる疾病であり、適切な対策を講ずることにより予防き
ることを、例えば、心臓病、脳血管疾患、歯周病などを適宜取り上げ理解できるようにする。
その際、運動不足、食事の量や質の偏り、《中略》、また、心臓や脳などの血管で動脈硬化が引き起こされたりすることや、歯肉に炎症等が起き
たり歯を支える組織が損傷したりすることなど、様々な生活習慣病のリスクが高まることを理解できるようにする。生活習慣病を予防するには、

《中略》喫煙や過度の飲酒をしないこと、口腔の衛生を保つことなどの生活習慣を身に付けることが有効であることを理解できるようにする。
（211p）

＊太字は筆者加筆

平成 29 年度学校保健統計によると歯肉の状態：判定２（Ｇ）の者の率は、小学校１年で 0.59％、中学校１年で
3.55％、高等学校１年で 4.28％、同３年で 4.68％と年齢とともに増加する。平成 28 年歯科疾患実態調査（厚生労
働省）の成人で歯周病の所見（歯周ポケット４ミリ以上）のある者の率は、20-25 歳の層で 25.7％、50-54 歳の層
では 54.1％で、Ｇの者からすると歯周病の所見のある者は高率である。成人期には半数（50％）を超えるまで歯
周病の所見を有する者が増加することから、学齢期での保健教育により歯肉の健康を生涯に渡り保持する者の増
加が期待されている。
Ｇの他に歯肉の状態の指標として、歯肉の状態：判定１（GO）がある。GOとは「歯肉に炎症が認められるが、
注意深いブラッシングと食生活習慣の改善などにより、健全な歯肉に戻ることが可能な状態」と定義されている。
現在の学校保健統計ではGOの者は反映されていないが、すでに歯肉に炎症が起っている状態の歯肉炎所有者率：
G+GO（図１）を、成人の歯周病の高リスク者率または学齢期の歯肉炎の実態として捉えることも必要である。

中学校における歯周病学習の取り組み
� （岡山県倉敷市立南中学校　学校歯科医　柴田宏先生　提供）
平成 20 年度より総合的な学習の時間を利用し歯周病予防の取り組
みを毎年開催している。取り組みを始めてから、歯肉炎所有者率は
減少してきている（図１）。歯周病は進行すると最終的に歯を失うと
いう怖い病気である。科学的な思考力がついてくる中学生で学習す
る意義は大きい。
実践
1歯肉の状態の観察と生活習慣についてのアンケート
各クラスで健康な歯肉と歯肉炎の見分け方の説明を担任から受け
た後、各自手鏡で自分の歯肉の状態を見ながら、アンケートの 20 項

１．はじめに

２．歯肉の状態

３．中学校での実践紹介１

日本学校歯科医会常務理事（会報『学校保健』編集委員）　佐々木 貴浩

中学校での歯科保健課題
「歯周病（歯肉炎）」についての実践

図１　歯肉炎所有者率（G 率 +GO 率）の減少
※  G 率はあまり変化していないが GO 率が徐々に

減ってきている
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目のチェック項目に記入する。（日本学校保健会発行の「歯肉の状態から健康つくりを見直そう」使用）
歯肉のセルフチェックの結果から歯肉の健康な生徒と歯肉炎の生徒に分け、それぞれについて生活習慣の項目
との関連性をみる。多くの項目で、歯肉の健康と生活習慣が関連していることが分かった。結果はレーダーチャー
トに作成し、生徒みずから生活習慣の見直しができるようにしている。
2歯と口の健康教室
体育館にて１年生全員を集めて開催し①健康な歯・歯肉の人の表彰②保健
委員によるセルフチェック結果の発表③学校歯科医の講話「歯周病ってなん
だ？」と題して講話。内容は歯と顎骨の関係や歯周病菌の話。歯周病はどう
して起こるのか図説。歯肉炎や健康な歯肉の写真も多くみせている。④歯科
衛生士によるブラッシング方法の指導
3歯周病読本の配布
A4サイズ８Ｐのカラー刷り。内容は、「歯と口の健康教室」での講話の内
容。生徒自身が講話の内容を振り返ったり、家庭での話題づくりにもなった
りする。
4事後措置としての個別指導
歯科検診で歯肉の状態が悪かった生徒に対し個別指導を行う。
①歯肉の写真撮影� ③パソコンによる歯肉の状態の個別指導
②歯肉の状態の観察とワークシート記入　　④歯科衛生士による染め出し、ブラッシング指導

実践
1�学校歯科医による講話「歯周病と喫煙」
私の岐阜県瑞浪市では、歯周病予防と喫煙
防止のために市内の全中学校で学校歯科医に
よる講話を行っている。この取り組みは、健
康や疾病は共通の生活習慣が関係しているこ
とを理解し、生涯の歯周病をはじめとする疾
病予防や喫煙防止を目的としている。
（図３は Sheiham&Watt2000 をWatt2005 が
修正したもの）

2歯肉炎予防とデンタルフロスの使用に関する学びと指導（図４）
健康な歯肉と歯肉炎の見分け方の説明と自分の歯肉の状態を観察した後に、歯
肉炎の発症が不潔域（歯頚部と隣接面部）のプラーク（歯垢）が関連しているこ
とを学び、その課題解決法として歯ブラシによるブラッシングのみでは 60%の
プラークが歯に残留し、歯肉炎発生の予防に限界があることを学び、歯ブラシに
加えデンタルフロスの使用が必要であることを学ぶ。デンタルフロスを歯ブラシ
と併用すると歯の隣接面のプラーク残留率が 10% までに低下することを学ぶ。
そこで、デンタルフロスの使用の仕方について実習する。

生活習慣病（例：歯周病）は、共通の要因が関係していることが明らかになっていることから、一つの疾病に
対する学びは多くの生活習慣病予防の学びにつながる。生涯、健康を保持するという生活習慣の育成基盤として、
学齢期から良い生活習慣の定着や保持のためには、どのように行動すべきかを理解し、課題として自ら考え解決
できる「生きる力」の確実な育成が求められている。今回の学習指導要領改訂で、小・中・高等学校への系統的
な学校歯科保健活動が充実し、国民の健康に貢献できるようにと願っている。

４．中学校での実践紹介２

５．おわりに

図２　歯と口の健康教室の様子

図３　 中垣晴男愛知学院大学
名誉教授より引用

（＊共通の生活習慣病リスク / 健康の因
子とは、例えば、歯周病は児童生徒期の
歯肉からの出血、成人における歯の喪失
の予防などひとり歯科だけの問題だけで
なく、口腔がんの原因であるヒトパピ
ローマウイルスの生体への侵入口になる
ことや糖尿病発症リスク予防になる。そ
のためには、関係職種の連携が必要であ
るということである。）

図４　 歯肉炎予防とデンタルフロス
の使用に関する学びの様子
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平成30年度　各地区ブロック大会報告（８月までの開催分）

第51回東北学校保健大会 第63回中国地区学校保健研究協議大会
｢生涯を通じて、心身ともに健康で、たくま
しく生きる力をはぐくむ健康教育の推進｣
～児童生徒が自ら進んで健康づくりに

取り組む健康教育を目指して～

生涯を通じて、心豊かにたくましく生きる力を
はぐくむ健康教育の推進

期日：平成30年８月９日（木）、10日（金）
会場：�三沢市国際交流スポーツセンター、三沢市国際交

流教育センター、ホテルグランヒルつたや
内容：［８月９日］
　　　・開会行事
　　　・�講演「新しい姿勢教育」�

～子供の能力を伸ばす姿勢体力の作り方～
　　　　早稲田大学保健体育科目　講師　碓田�拓磨　氏
　　　［８月10日］
　　　・分科会
　　　　第１分科会　「歯・口の健康づくり」
　　　　第２分科会　「心の健康・心のケア」
　　　　第３分科会　「性に関する指導」
　　　　第４分科会　�「喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育、

学校環境衛生」
　　　　第５分科会　「食に関する指導」
　　　　第６分科会　「安全教育・危機管理」

⑴　開会行事
⑵　全体講演　　演題「愛着障がいの理解と支援」
　　　　　　　　講師　和歌山大学教育学部　

教授　米澤　好史　氏
⑶　職域部会（３部会）
　〇学校薬剤師部会（シンポジウム）
　　テーマ：「各県における学校薬剤師活動の好事例」
　〇校長・園長部会、学校保健・安全担当教員部会（講演）
　　演題「教師が知っておきたい自殺予防の基礎知識」
　　講師　筑波大学医学医療系　教授　高橋　祥友　氏
　〇養護教諭部会（シンポジウム）
　　テーマ：「保健室から見た学校安全の進め方」
　　コーディネーター：
　　　　文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課

安全教育調査官　𠮷門　直子　氏
⑷　班別研究協議会（５班）
　〇保健安全教育
　〇性に関する指導・エイズ教育
　〇歯・口の健康づくり　
　〇心の健康づくり
　〇学校環境衛生・薬物乱用防止教育

　東北ブロック６県から約300名の学校保健関係者
を迎え、青森県三沢市を会場に開催しました。
　１日目は、開会行事に続いて、早稲田大学保健体
育科目　講師　碓田拓磨氏から御講演をいただき、
子どもたちの心身の発達における日常の姿勢の大切
さについて学びを深めました。
　２日目は、６つの
分科会に分かれ、テー
マ毎に東北各地の実
践に基づく発表と熱
心な研究協議が行わ
れ、有意義な大会と
なりました。

　平成30年８月16日
（木）、島根県松江市に
おいて、中国地区各県
から約450名の参加者
を迎え、標記の大会が
開催されました。
　開会行事に引き続き、和歌山大学教授米澤好史氏
による「愛着障がいの理解と支援」と題した講演をい
ただきました。愛着障害の特徴や愛着形成の視点か
らの正しいアセスメントや子ども理解の大切さ、そ
して教師の役割の重要性などを、具体的な事例を挙
げながらご示唆いただきました。
　午後からは、職域部会ではシンポジウムや講演が
行われました。班別研究協議会では、５つのテーマ
について研究発表、協議が行われました。各県関係
者の方々の御協力により、盛会に大会を終えること
ができました。

http://acuvue.jp/goeyedoctor/

http://www.gakkohoken.jp/CLguide
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　恒例となっている「楽しく学ぼう！ 歯の健康づくり」
が平成30年９月14日、北区立十条台小学校（東京都）の
５、６年生を対象に開催されました。
　講座では、「歯」と「むし歯菌であるミュータンス菌」「食
べ物」の３つが重なるとむし歯ができることを写真や映
像を用いながら解説したうえで、よく歯を磨くことの大
切さを伝えました。また、砂糖と同じように甘いのにむ
し歯にならないキシリトールについても紹介。ミュータ
ンス菌はキシリトールを分解することができないため、
エネルギーや歯垢をつくることができません。そのた
め、キシリトールを長期間にわたって規則正しく食べる
と、ミュータンス菌も歯垢も少なくなっていくのです。
　さらに、福田先生は歯磨きだけでなく、よく噛んで食
べることも歯や口をきれいにしてくれることを解説。ご
飯をよく噛んで食べるには、早寝早起きなど生活習慣を
整えることがもっとも重要であることを伝えました。「で
は、よく噛むとどんなに良いことがあるのか実験してみ
ましょう」という先生の合図で、児童たちは咀嚼チェッ

クガムを60回
噛み、咀嚼力
を自己判定。
ガムを噛み終
わった児童た
ちからは「歯
がツルツルに
なった！」「口
の中がさっぱ
りした！」などの感想が聞かれました。
　授業終了後、児童たちは福田先生と一緒に給食を食
べ、再度咀嚼チェックガムで「噛む力」の自己判定を行い
ました。そして、歯と口の健康を守るために、「よく歯を
磨く」「フッ素※配合の歯磨き剤を使う」「規則正しい食生
活をする」「定期的に歯医者さんに診てもらう」という４
つの約束を守ったうえで、キシリトールを上手に活用し
ようと児童全員でおさらいし、講座は終了を迎えました。
※『フッ素』とはフッ化物のことです

「楽しく学ぼう！ 歯の健康づくり」講座レポート

よく噛むことの大切さを
体験を通して学ぼう！

キシリトール入りの
ガムで

歯の健康づくり

専門講師：福田雅臣�教授（日本歯科大学�生命歯学部衛生学講座）
企画・監修／共催：（公財）日本学校保健会
協力：LOTTE

平成30年度　各地区ブロック大会報告（８月までの開催分）

第69回関東甲信越静学校保健大会
　関東甲信越静ブロッ
ク11都県から、約800
名の学校保健関係者を
迎え、高崎市の群馬音
楽センターを主会場
に、第69回関東甲信
越静学校保健大会を開催いたしました。
　特別講演では、アルベールビル冬季五輪スピード
スケート銀メダリストの黒岩敏幸氏から「スピードス
ケートが教えてくれたこと 〜自分を信じ、仲間を信
じ〜」を演題に、苦しいときに支えてくれた仲間の存
在や対戦相手への尊敬の念を忘れることなく競技す
ることの大切さなど、今までの競技人生から学んだ
貴重な経験をもとに御講演いただきました。児童生
徒の豊かな心と健やかな体の育成に携わる学校保健
関係者にとって、大変有意義な講演となりました。
　班別研究協議会の発表・研究協議では5会場に分
かれ、それぞれのテーマに沿った11都県の学校保健
関係者による活発な意見交換・協議がなされ、実り
多い大会となりました。

期日　平成30年８月23日（木）
会場　全体会（開会式･特別講演）：群馬音楽センター　ホール　
　　　班別研究協議会：群馬音楽センター　ホール
　　　　　　　　　　　高崎シティーギャラリー　コアホール
　　　　　　　　　　　高崎市総合保健センター　第１会議室
　　　　　　　　　　　高崎市役所　31会議室、171会議室
内容
⑴　全体会
　・開会式
　・特別講演
　　　演　題　「スピードスケートが教えてくれたこと

～自分を信じ、仲間を信じ～」
　　　講　師　黒岩　敏幸　氏

（アルベールビル冬季五輪スピードスケート銀メダリスト）
⑵　班別研究協議会
　第１班�〔学校経営と学校保健〕�

教育目標具現化を目指す学校保健
　第２班�〔健康教育〕�

生きる力をはぐくむための健康教育
　第３班�〔性に関する指導・エイズ教育及び薬物乱用防止教育〕�

�適切な行動選択の力を育てる性に関する指導・エイズ教
育及び薬物乱用防止教育

　第４班�〔学校歯科保健〕�
生活習慣病の予防等を目指した歯・口の健康づくり

　第５班�〔学校環境衛生と安全教育〕�
快適な学校環境づくりと実践力を高めるための安全教育
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鳥取県開催	 日時：平成30年11月22日（木）
（定員：250名）	 会場：	琴浦町生涯学習センター

講師に国立久里浜医療センター院長の樋口進先生、主任心理療法士
の三原聡子先生を迎え、ゲーム依存ほか子供たちの健康課題につい
てご講演をいただきます。
日時：平成31年1月18日（金）　　定員：300名
会場：星陵会館（東京都千代田区）

岡山県開催	 日時：平成30年12月19日（水）
（定員：250名）	 会場：三木記念ホール（岡山県医師会館）
東京都開催	 日時：平成30年12月26日（水）
（定員：400名）	 会場：四谷区民ホール
＊各会場共、申込み先着順。定員に達し次第、締切ります。
＊申込み・詳細は、学校保健ポータルサイト（http://www.gakkohoken.jp）をご覧ください。

主催：公益財団法人日本学校保健会　共催または後援：各開催地教育委員会・学校保健会
研修会のご案内

学校における飲酒防止教育支援研修会

特別セミナー 「子供の健康とスマホ依存」講習会

アレルギー講習会（学校における普及啓発講習会）

未成年飲酒防止啓発パンフレット

高校生に知ってほしい飲酒のリスク
～なぜ？なくならないイッキ飲み～

【対象】
来春に大学進学、
就職等を迎える高校3年生

人数分の啓発パンフレットを
希望校に送付します。
学校単位でお申込みください。

　　　　　発行・作成／公益財団法人日本学校保健会
学校における飲酒防止教育支援委員会

※申込み、詳細は学校保健ポータルサイト�
（http://gakkohoken.jp/）をご覧ください。

参加無料

学校保健の最新情報を満載

平成30年度版  学校保健の動向
特　集　保健教育における新学習指導要領のポイント　ほか２編
第1章　健康管理の動向　感染症、児童生徒の発育・発達、眼科等科目別ほか

　第2章　学校環境衛生の動向　学校環境衛生、学校給食の衛生管理
第3章　健康教育の動向　保健教育、安全教育、食育、エイズ・性教育ほか

　第4章　学校保健に関する組織・団体の最近の動向
第５章　資料編　学校保健関連年表

会
健
保
校
学
本
日
／
行
発

）
税
＋
（
円
０
０
８、
２

■養護教諭、大学関係者必携　■養護教諭養成課程の学生の採用試験対策としても最適 

一般書店等でも購入できます！

好評
配付中!

＊第332号（9月発行）8ページに掲載いたしました「平成29年度　学校保健委員会の設置状況」におきまして、提供された数値に誤りがありました。
正しいデータは日本学校保健会のHP（http://hokenkai.or.jp/）でダウンロードすることができます。

お
詫
び
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虎ノ門（153）

平成 30 年８月１日に文部科学省は、学校給食
における１食分の栄養量の指標である「学校給
食摂取基準」を改正しました。厚生労働省が策
定した「日本人の食事摂取基準」や家庭での「食
事状況調査結果」を参考として、学校給食で摂
取することが期待される栄養量を勘案し、児童
生徒の健康の増進及び食育の推進を図るために
望ましい栄養量を算出したものです。

今回の改正ポイントは、① エネルギー、食塩
摂取量等を修正したこと、② 中学生のマグネシ
ウム摂取量が不足していることから「基準値」と
して定めたこと、③ 各教科の食に関する指導と
意図的に関連させた献立作成とし、児童生徒が
学校給食を通して、日常又は将来の食事作りに
つなげることとして、「教材」としての学校給食の

役割を改めて示したことなどです。改正によって
基準値とされたマグネシウムは、骨作りに欠かせ
ないカルシウムの働きを調節します。年々、医学、
科学の進化とともに小中学生の体の発育・発達
に必要な栄養素やその必要量、関係性等が明ら
かになってきています。

栄養バランスのとれた食事のモデルとしての学
校給食を学校及び家庭に向けて発信し、子ども
たちの生活習慣を支援する養護教諭と食の専門
である栄養教諭が連携した取り組みを行うことに
より、さらに充実した健康教育が可能であると考
えます。

栄養教諭は、今回の改正を踏まえ、美味しく
て安全安心な給食作りを念頭に、献立検討に向
き合う二学期を迎えています。

 （会報『学校保健』編集委員　林紫）

＊学校保健ポータルサイト会員ページログイン（ネットDE研修登録用）
　新規会員登録用パスワード　gh2011
　児童生徒の健康診断マニュアル映像解説版はパスワード入力なしで視聴ができるようになりました。

学校給食摂取基準の改正

全国養護教諭連絡協議会
第24回研究協議会のお知らせ

＊お申し込み、詳細については全国養護教諭連絡協議会のHP（www.yougo.jp）をご確認ください。

　
開催日：平成31（2019）年2月22日（金）　
場　所：メルパルクホール
受　付：9:30～

「奇蹟のすぐそばにいるということ」
泉州広域母子医療センターセンター長兼りんくう総合医療センター産婦人科部長

コーディネーター：後藤ひとみ 氏　愛知教育大学長／シンポジスト：4名

荻田 和秀 氏

「現代的健康課題を抱える子供たちへの支援」

「子供たちの現代的健康課題の解決における養護教諭の役割」

文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課　健康教育調査官松﨑 美枝 氏

時代の変化に対応した養護教諭の役割を追究する
～「チームとしての学校」の力を高める養護教諭の役割とは～

主題

特 別 講 演

フォーラム

基 調 講 演
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